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〈歌
意
〉

「
草
の
葉
に
降
り
て
い
る
露
に
し
き
り
に
風
が
吹
き
つ
け
る
秋
の
野

で
は
、
ま
る
で
糸
で
貫
き
留
め
て
い
な
い
玉
の
よ
う
に
、
露
が
散
っ

て
い
る
な
あ
。
」

〔
出
典
〕
『
後
撰
集
」
（
秋
・
三

0
八
番
）

（
文
屋
朝
康
）

九
世
紀
後
半
か
ら
十
世
紀
初
め
の

人
で
、
文
屋
康
秀
の
子
。

- 1 -




